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住宅等における環境対策や健康向上に資する技術開発

住宅等におけるストック活用、長寿命化対策に資する技術開発

■ 住宅等における防災性向上や安全対策に資する技術開発

■技術開発の概要

　本技術開発では平成26年度にはこれまで検討してきた時刻歴非線形応答設計法および限界耐力計算法の経験を
もとに、主として限界耐力計算法に立脚した簡便な設計手法・設計手順を開発するとともに、これまで実際に施工して
きた物件から10棟を選びその設計手法により実際の１部屋補強設計を行い、安全性を検証する。平成27年度には、
平成26年度に調査し把握した廃棄予定建物から１棟を選び、その保有耐力を評価するとともに、開発した簡易型１部
屋補強設計法を適用して補強設計を行い、実際に補強工事を実施する。その後その補強された廃棄予定建物の引
き倒し実験により限界耐力を把握、大地震時にも全体崩壊モードで崩壊に至ることを検証する。

　大地震時にも粘り強く抵抗し、しかも施工が容易で居住しながらでも補強できる耐震補強部材＝
壁柱を用いて、シェルター的にもっとも居住時間の長い主要な１部屋のみに重点的に施工するこ
とによって全体を倒壊から守る「１部屋補強工法」の設計手法を開発し、その実証実験を行うこと
が本技術開発の目的である。

　資源として活用されなかった間伐材を材料とする壁柱から構成される耐震ユニットを
部屋に組み込む１部屋耐震補強構法である。設計における耐震補強の考え方、耐震要素
の偏在による耐震補強上に生じる問題点を整理の上、１部屋耐震改修の考え方を整理す
ることが実用化、市場化に不可欠である。

総評

背景・目的

（引き倒し実験）
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技術開発
経費の総額
（予定）

平成26～27年度約　　2　　百万円

技術開発
提案名

間伐材を活用した倒壊防止型１部屋耐震補強工法の技術開発

技術高度化
の期間
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